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１．はじめに
　2000（平成 12）年 9月、スポーツ振興法の規
定にもとづき、スポーツ振興基本計画が文部科
学大臣告示（文部科学省 a	2011）として策定さ
れた。
　その基本概要は 1．スポーツの振興を通じた
子どもの体力の向上方策、2．地域におけるス
ポーツ環境の整備充実方策、3．わが国の国際
競技力の総合的な向上方策である。特に 2にお
いては 10年間（平成 13 〜 22 年）でスポーツ環
境の整備充実が目標とされ、成人の週 1回以上
のスポーツ実施率50%を目指すため総合型地域
スポーツクラブ（以下総合型クラブとする）の
全国展開が推進された。
　また、2011 年 6月 17 日に、スポーツに関す
る施策の基本事項を定めるスポーツ基本法が
50年ぶりに全面改正となった。スポーツ基本
法の前文（文部科学省 b	2012）では「スポーツ
立国の実現を目指し、国家戦略としてスポーツ
に関する施策を総合的かつ計画的に推進する」
ことを謳っている。また、3条（同）では「スポー
ツに関する施策を総合的に策定し及び実施す
る」とし、国の責務として位置づけ、従来の施
設整備主眼からの転換が行われた。
　このようにスポーツを通じて健全社会の育
成に向けた取り組みが進められている。
　ところで、スポーツの起源（杉山〔2011:11〕）
をみてみると、現在のスポーツ (sport) の原
典は英語の場合 disport という語であり、語
源は中世英語の disporter、中世フランス語の
desporter にあるといわれる。フランス語の
desporter の元はラテン語の desportare とされ
「離れていく」「運ばれていく」という意味であ
る。又、英語で名詞にdis	-を付けると、動詞の「離
れる」という意味に変わる。disport は port（港）
から離れるともなる。離れるは日常生活のさ
まざまな雑事から離れる「気晴らし」、転じて、
自らの意志で「楽しむ」「休む」「遊び」等へ通じ、
これがスポーツの意味するところである。又、
このような身体活動を通して多くの効果が期
待される。例えば「健康の実感、気晴らし、ス
トレス解消、仲間づくり、生きがい、体力増強、
健康増進、エネルギー消費拡大、基礎代謝量増
加、地域づくり」（黒須・水上〔2002:173）などが
ある。このように、スポーツは人生を豊かにし、
人間の身体的、精神欲求を満たすことができる
人類の文化の一つといえる。
　本研究では、スポーツ振興計画のなかの地域
におけるスポーツ環境の整備充実方策の一環
である総合型クラブに焦点をあてる。そのなか
で佐世保西地区総合型スポーツクラブなぎさ
（以下、クラブなぎさという）の活動について、
設立準備から現在に至る活動の状況、またス
ポーツを通じた地域住民の活動拠点としてそ
の役割について考える。
２．研究目的
　本研究の総合型クラブの活動は、2000 年か
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ら始められたスポーツ振興基本計画の策定か
らであり、10年間の期間限定のもとに全国的
に進められてきた。したがって、このクラブの
育成状況はこれからであり現状も定かでない。
　今回、筆者は自身の居住区において総合型ク
ラブ設立に携わる機会を得ることができた。
　少子高齢社会が進むなか、当地域でも過疎化
が目立ってきている。この総合型クラブが地域
住民の交流の場となり、健康や楽しむための一
つの拠点としての役割を果たしていく必要が
あると考える。クラブなぎさは平成22年7月か
らスタートしたが、まだ十分認知されていると
はいいがたい現状であり、今後継続していくた
めには多くの課題も出てきている。しかし、新
たな 21世紀の地域社会のあり方を考えていく
ための重要な一歩である。
　本論では、今後の継続・発展のためにもクラ
ブなぎさの設立準備段階からスタートまでを
一つの区切りとしてまとめてみたい。
３．研究方法
　スポーツ振興計画展開方策と全国の総合ク
ラブ育成状況について、文部科学省調査結果の
資料をもとに文献研究を行う。
　佐世保西総合型クラブについて設立準備か
ら現在の活動状況にいたるまでを整理する。ま
た、現在、佐世保西総合型クラブに加入してい
る人にアンケートを行う。
４．総合型クラブの概要
　１）総合型クラブとは
　総合型クラブ（文部科学省 c	2010）とは、人々
が身近な地域でスポーツに親しむことができ
る新しいタイプのスポーツクラブで ( １) 子ど
もから高齢者まで、（２）さまざまなスポーツ
を愛好する人々が、（３）初心者からトップレ
ベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて
参加できる、という 3つの特徴①多世代、②多
種目、③多志向を持ち、地域住民により自主的・
主体的に運営されるスポーツクラブをいう。つ
まり、ここでいう「総合型」とは、この 3つの
特徴の多様性を包含していることを示す。文
部科学省の総合型地域スポーツクラブ育成マ
ニュアル（同 d	2011）には次のように述べられ
ている。
①　単一のスポーツ種目だけでなく、複数の種
目が用意されている。
②　障害者を含み子どもからお年寄りまで、ま
た、初心者からトップレベルの競技者ま
で、そして、楽しみ志向の人から競技志
向の人まで、地域住民の皆さんの誰もが
集い、それぞれが年齢、興味・関心、体力、
技術・技能レベルなどに応じて活動でき
る。
③　活動拠点となるスポーツ施設を持ち、定期
的・継続的なスポーツ活動をおこなうこと
ができる。
④　質の高い指導者がいて、個々のスポーツ
ニーズに応じた指導がおこなわれる。
⑤　スポーツ活動だけでなく、できれば文化的
活動も準備されている。
　ちなみに、文部科学省は 1995( 平成 17) 年か
ら2003( 平成15) 年度まで9年間地域のコミュニ
ティの役割を担うスポーツづくりに向けた先
導的なモデル事業として、地域住民の自主的な
運営を目指す「総合型地域スポーツクラブ育成
モデル事業」を実施してきている。
　２）総合型クラブ設立の背景
　わが国のスポーツは、学校や企業を中心に発
展してきた。したがって、学校を卒業すると
スポーツに親しむ機会が減少する傾向にある。
内閣府の体力・スポーツに関する世論調査（同 e	
2011）によるとわが国の週１回以上のスポーツ
実施率は平成９年調査では約34.7％、平成16年
の調査では 38.5％であった。ヨーロッパの先進
国では地域のスポーツクラブを中心にスポー
ツ活動が行われており、50％を超えている。
　わが国は、1960 〜 1970 年代にかけて高度経
済成長を遂げ、豊かな生活実現に向け努力して
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きた。その後、年間労働時間の短縮や学校週 5
日制の導入など、自由時間の増大、仕事中心か
ら生活重視への国民の意識変化などにより、主
体的な自由時間を活用し、精神的にも豊かなラ
イフスタイルの構築を望む人々が増えている。
　しかし、一方では科学技術の高度化、情報化
の進展により人間関係が希薄になり、精神的ス
トレスが増大したり、日常生活の運動不足によ
り体力が低下するなど、心身両面にわたる健康
上の問題が顕在化してきている。特に次代を担
う子どもの体力低下は憂慮すべきことである。
　また、わが国は世界的な少子・高齢化に直面
しており、2050( 平成62) 年にはほぼ3人に1人
が 65歳以上の老年人口となることが予測され
ている。このような社会において、国民が生涯
にわたり健康的で明るく、活力ある生活を送る
ことが、本人をはじめ社会全体の活力維持のた
めに重要である。
　このような状況の中、現代社会におけるス
ポーツの果たす意義・役割を考えると、国民の
主体的な取り組みを基本に、国民のニーズや期
待に適切にこたえ、国民一人一人がスポーツ活
動を継続的に実践できるような環境整備が急
務である。
　こうした背景から文部科学省は、平成 13年
度から概ね 10年間で実現すべき政策目標の策
定を掲げた。計画の概要は以下のとおりである。
〔計画の概要〕（同 f	2011）
ⅰ . スポーツの振興を通じた子どもの体力の
向上方策
　　子どもの体力の重要性について、スポーツ
の振興を通じ、その低下傾向に歯止めをかけ、
上昇傾向に転ずることを目指す。
Ａ．政策目標達成のため必要不可欠である思索
　１）子どもの体力の重要性について正しい認
識を持つための国民運動の展開
　２）学校と地域の連携による、子どもを惹き
つけるスポーツ環境の充実
Ｂ．このための基盤的施策
　１）教員の指導力の向上
　２）子どもが体を動かしたくなる場の充実
　３）児童生徒の運動に親しむ資質・能力や体
力を培う学校体育の充実
　４）運動部活動の改善・充実
ⅱ . 地域におけるスポーツ環境の整備充実方策
　生涯スポーツ社会の実現のため、できる限り
早期に、成人の週 1回以上のスポーツ実施率が
50％となることを目指す。
Ａ．政策目標達成のための必要不可欠である施策
○	総合型クラブの全国展開
１）2010 年までに、全国の各市町村において少
なくともひとつは総合型クラブを育成。（将来
的には中学校区程度の地域に定着）
２）2010 年までに、各都道府県において少なく
とも一つは広域スポーツセンターを育成。（将
来的には広域市町村単位に設置）
Ｂ．このための側面的施策
１）	スポーツ指導者の養成・確保・活用
２）	スポーツ施設の充実
３）	地域における的確なスポーツ情報の提供
４）	住民のニーズに即応した地域スポーツの推進
ⅲ . わが国の国際競技力の総合的な向上方策
　オリンピックにおけるメダル獲得率が、夏季・
冬季合わせて3.5％となることを目指す。
Ａ．政策目標達成のため必要不可欠である施策
１）ジュニア期からトップレベルに至るまで一
貫した理念に基づき最適の指導を行う一貫指
導システムの構築
２）ナショナルトレーニングセンター中核拠点
施設の早期整備や競技別強化拠点の指定と支援
３）指導者の養成・確保（専任化の促進、ナショ
ナルコーチアカデミー制度の創設等）
４）競技者が安心して競技に専念できる環境の
整備
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Ｂ．このための側面的施策
１）スポーツ医・科学の活用
２）アンチドーピング活動の推進
３）国際的又は全国的な規模の競技大会の円滑
な開催等
４）プロスポーツの競技者等の社会への貢献の
促進
３）総合型クラブの現状
　文部科学省の推進により平成 13年より全国
的に総合型スポーツクラブの育成が展開され
た。その推移は図１（同g	2011）のとおりである。
	
　全国の育成クラブ総数（創設準備中も含む）
平成 22年 7月 1日現在 3114 ヶ所、育成率は
71.4％である。
　また、長崎県では、市町村数 21のなかで、
育成クラブ総数は33でクラブ育成率は100％で
ある。佐世保市の状況については、平成 22年
9月佐世保市総合型クラブ支援センターによる
佐世保市にふさわしいあり方についての提言
が出されている。同センターの支援のもとに
設立されてきた佐世保市内総合型スポーツク
ラブの状況を図 2（佐世保市総合型地域スポー
ツクラブ支援センター〔2010:4〕）、表１（同	
〔2010:3-4〕）により紹介する。
図1　全国のクラブ育成総数
図2　佐世保市総合型地域スポーツクラブ　設立ゾウニング
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表1　佐世保市における総合型地域スポーツクラブ設立に向けた取り組み
日　　時 取　り　組　み
平成12年1月 スポーツ振興基本計画の中で、総合型スポーツクラブ推進の情報を得、佐世
保市体育指導委員のメンバーと福岡県に先進地視察。
平成13年3月
8月
佐世保市体育指導委員と熊本県先進地視察。
文部科学省が開催する、クラブマネジャー養成講習会に1名派遣。
平成14年1月
8月
9月
総合型スポーツクラブの必要性と在り方を探る SASEBOスポーツコンベン
ション2002を開催（テーマ：スポーツ・夢・人・未来）
佐世保に相応しい総合型スポーツクラブの設立に向けての準備を、市民を交
えて進めていくため、研究委員会委員を公募。
佐世保市総合型地域スポーツクラブ研究委員会設立。（13名に委嘱）
「佐世保市総合型地域スポーツクラブ推進計画書」作成を目指す。
先進地視察（宝塚市・加古川市・出雲市）
平成15年3月
4月
9月
「佐世保市総合型地域スポーツクラブ推進計画書」を教育長に報告
　（市内を7地区にゾーニング）
佐世保市総合型地域スポーツクラブ研究委員会解散。
スポーツクラブ設立準備のため「世話人会」を発足し、組織移行。
モデルとなるクラブ設立に向け、世話人会から移行した、「相浦地区総合型
地域スポーツクラブ設立準備委員会」設立。
同時期に、推進計画に基づき、拡大を目的に「佐世保市総合型地域スポーツ
クラブ支援センター」設立。
平成16年4月
7月
佐世保市第1号の「相浦・日野総合スポーツクラブ」設立。
市内中央部を中心とした「中央地区総合型地域スポーツクラブ設立準備委員
会」発足。
平成17年11月
11月
佐世保市3番目の設立を目指し、「日宇地区総合型地域スポーツクラブ設立準
備委員会」発足。
「中央地区総合型地域スポーツクラブ　ウイルドウ」設立。
平成18年10月
12月
「佐世保市総合型地域スポーツクラブトライ」（旧せちばる文楽体）発足。
「早岐地区」に設立準備委員会発足を準備していたが、代表者の諸事情により、
発足を断念。
平成19年10月 大野春日柚木地区総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会発足。
平成20年1月
5月
日宇スポーツセンター敷地内にレゾナンスクラブハウス（兼スポーツセン
ター管理事務所）完成。
「レゾナンスクラブ（日宇地区総合型地域スポーツ・文化クラブ）」設立。
平成21年4月
7月
「やまんた倶楽部 (大野春日柚木地区総合型地域スポーツクラブ )」設立。
佐世保西地区総合型地域スポーツ・文化クラブ準備委員会発足。
平成22年3月合併
6月
8月
「スマイル江迎スポーツクラブ」
総合型スポーツクラブ「しかまち」
「なぎさ (佐世保西地区総合型地域スポーツ・文化クラブ )設立。
春日第2公園内にやまんた倶楽部クラブハウス完成。
「東部地区総合型地域スポーツクラブ準備委員会発足。
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５．佐世保西地区総合型スポーツクラブの
　　取り組み
　　１）設立準備から創設まで
　先に述べたように、国のスポーツ振興方策「ス
ポーツ振興基本計画」を受けて佐世保市でも「第
6次佐世保市総合計画」（平成20年度〜）では生
涯学習・スポーツを通じて心身を育む環境を創
るとし、総合型地域スポーツクラブの普及支援
に取り組み始めた。
　佐世保で最初に設立したのが、平成16年4月
にスタートした「相浦・日野総合型スポーツク
ラブ」である。本クラブなぎさは、総合型クラ
ブ推進最終年度になる平成22年の7月、佐世保
市では8番目に設立することができた。
　　２）活動状況
　クラブ種目を作成するにあたって地域住民
のスポーツニーズを把握するため、小佐々・浅
子地区の小中学校（小311人、中213人）と地域
住民全世帯（2393 世帯）を対象にアンケートを
行った。
　アンケートによる調査
①実施対象：小佐々・浅子地域住民全世帯
　小佐々地域14地区　2263世帯
　浅子地域１地区　130世帯
　小学校3校　311名
　中学校2校　213名　
②配布日時：地域住民と小中学校別に行った。
　地域：2009（平成21）年9月15日（火）
　小佐々地区長会において、委員長および事務
局員、小佐々地区生涯学習センター長が出向き、
アンケート実施のお願いと説明を行った。
　小中学校：2009（平成21）年9月
　PTA会長から各学校長へ依頼配布。
③回収期限
　地域：2009（平成21）年10月19日（月）
　地区長を通し各班で住民への配布、回収を実
施。提出完了後地区長から回収
　小中学校：2009（平成21）年10月中旬
　学校長を通して配布、提出後 PTA会長から
回収。
④アンケート結果
表2　対象者
2- ①小中学生
小中学校 男性 女性 合計
小学校
小佐々小 63 70 133
楠栖小 81 77 158
浅子小 13 7 20
中学校
小佐々中 105 89 194
浅子中 12 7 19
合計 274 250 524
2- ②地域
地域住民 世帯数 回収数
地区
小佐々地区 2263 1275
浅子地区 130 84
合計 2393 1359
図3　運動・スポーツ実施頻度（地域：全体）
	
表3　運動・スポーツを行わない理由
　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
理　　由 男性 女性 全体
時間が無い
（忙しい、余裕が無い）
114 299 413
きっかけがない 77 216 293
運動・スポーツが嫌い 40 95 135
仲間がいない 27 56 83
怪我、病気、体調が悪い、
体力が無い、疲れている
23 51 74
適当な場所が無い 12 50 62
年齢的なもの 4 7 11
興味が無い、面倒くさい 1 5 6
佐世保西地区総合型地域スポーツ・文化クラブの活動
—81—
会費が高い、お金がかかる 0 2 2
交通手段がない、便が悪い 0 1 1
子どもを預ける所がない 0 1 1
全　　体 298 783 1081
図4　文化活動実施頻度（地域：全体）
	
表4　文化活動を行わない理由
　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
理　　由 男性 女性 全体
きっかけがない 139 295 434
時間が無い
（忙しい、余裕が無い）
145 285 430
仲間がいない 40 60 100
文化活動が嫌い 39 44 83
適当な場所が無い 16 50 66
怪我、病気、体調が悪い、
体力が無い、疲れている
8 16 24
興味が無い、面倒くさい 7 12 19
子どもを預ける所がない 4 4 8
年齢的なもの 2 1 3
会費が高い、お金がかかる 0 3 3
交通手段がない、便が悪い 0 3 3
全　　体 400 773 1173
表5あったらよい運動・スポーツ、文化活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域）
No 運動・スポーツ 文化活動
1 ヨガ、ピラティス フラワーアレンジメント
2 ウオーキング、散歩 手芸、刺繍等
3 バトミントン 書道
4 体操、ストレッチ 料理、お菓子、パンづくり
5 太極拳 園芸、ガーデニング
6 テニス 生花、華道
7 卓球 英会話
8 水泳 パソコン、デジカメ操作
9 エアロビクス 絵画、墨絵
10 グランド・ゴルフ コーラス、オペラ
11 ダンス 楽器演奏、ブラスバンド
12 バスケットボール 陶芸
13 バレーボール 木工工作、竹細工
14 筋トレ カラオケ
15 空手 手話、点字
表6やってみたい種目（小中学生）
No 小学生 中学生
1 ボーリング ボーリング
2 テニス 弓道
3 ドッチボール バトミントン
4 バスケットボール バスケットボール
5 カヌー 少林寺拳法
6 弓道 ダンス
7 バトミントン テニス
8 野球 パソコン
9 パソコン ドッチボール
10 ダンス オセロ・チェス
11 焼き物づくり カヌー
12 サッカー サイクリング
13 ドッチビー ソフトボール
14 水泳 サッカー
15 少林寺拳法 野球
⑤クラブ種目について
　アンケート（表 3・4）の中で上位で、すぐ実
施できそうなものウオーキング、フラワーアレ
ンジメント、英会話、ヨガ、ニュースポーツの
5種目について検討された。
　ウオーキングは 1ヶ月に 1回または年に数回
イベント的に行っていく。ニュースポーツは子
供向け球技等いろいろな種目を通して実施し
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ていく。夏は海洋スポーツを加える。
　その他のフラワーアレンジメントとヨガは
講師の選定・交渉中、英会話・バスケットボー
ル・絵画・室内テニスは今後交渉していくことに
なった。
３）佐世保西地区総合型地域スポーツ・文化ク
ラブの開設
　まず、開設にあたって平成22年6月17日（木）
から23日（水）まで下記のように無料体験を行っ
た（表5）。
表7　クラブメニューと無料体験会
①無料体験会
体験種目 日 時間
硬式テニス 6月17日 15:00 〜 17:00
太極拳 6月17日 19:00 〜 20:30
キッズスポーツ 6月19日 15:00 〜 16:30
ヨガ 6月22日 10:00 〜 11:00
フラワーアレンジメント 6月22日 13:00 〜 15:00
英会話 6月23日 19:00 〜 20:30
②西総合クラブメニュー一覧
英会話
場所 小佐々地区障害学習センター 2階青年婦人室
日時 （月4回）毎週水曜日／ 19:00 〜 20:30
対象
小4年〜
高齢者
定員 20名
月会費
2000円
内容
☆楽しみながら日常英会話を楽しむことが
でき、英語が苦手な方でも気軽に参加でき
ます。
･持参するものは特にありません。
フラワーアレンジメント
場所 小佐々地区障害学習センター 1階小会議室
日時 第2・4火曜日／ 13:00 〜 15:00
対象
一般・
高齢者
定員 10名
月会費
2000円
内容
☆いろいろな花（生花、ドライフラワープ
リザーブドフラワー）を使って、暮らしの
TPOに合わせたアレンジやリースづくり
をおこないます。
・花、その他材料費として 1回 1500 円程度
かかります。
・花用のはさみ（持っていない方の分は用
意します）、作品を入れる袋が必要です。
太極拳
場所 旧小佐々町保健センター内
日時 （月4回）毎週木曜日／ 19:00 〜 20:30
対象
一般・
高齢者
定員 30名
月会費
2000円
内容
☆中国の武術で緩やかで流れるようにゆっ
くりとした動きが特徴です。意識を集中し
てゆっくりと行う動きは筋肉に効率よく負
荷をかけられる全身運動で、特に足腰の筋
肉が鍛えられます。他にも心臓機能向上や
血行促進効果があります。
･動きやすい服装で参加してください。
・必要に応じて、タオルや飲み物を持参し
てください。
ヨガ
場所 小佐々地区障害学習センター 2階大集会室
日時 （月4回）毎週火曜日／ 10:00 〜 11:00
対象
一般・
高齢者
定員 30名
月会費
2000円
内容
☆無理なくゆっくりとしたペースで行いま
す。ストレッチ効果もあり、体の硬い方で
も大丈夫です。
･動きやすい服装で参加してください。
・ヨガマット（持っていない方はバスタオ
ル等）が必要です。
･発汗しますので必要に応じて、タオルや
飲み物を持参してください。
硬式テニス
場所 小佐々スポーツセンター
日時 （月4回）毎週木曜日／ 15:00 〜 17:00
対象 一般 定員 20名
月会費
2000円
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内容
☆室内で実施する硬式テニスです。雨天時
や日差しが強いときでも気軽に楽しめま
す。初心者でも経験者でもレベルに合わせ
て指導します。
･動きやすい服装で参加してください。
・ラケット、体育館シューズを必ず持参し
てください（原則、体験の方のみ貸し出し
いたします）。
・必要に応じて、タオルや飲み物を持参し
てください。
キッズスポーツ
場所 小佐々B＆海洋スポーツセンター体育館
日時 第1・3土曜日／ 14:00 〜 15:30
対象 小・中学生 定員 30名
月会費
1000円
内容
☆バトミントン、キンボールなど室内のス
ポーツや遊びが楽しめます。運動が苦手な
人でも大丈夫です。
･動きやすい服装で参加してください。
・体育館シューズを必ず持参してください。
・必要に応じて、タオルや飲み物を持参し
てください。
算数・数学教室（会員特典）
場所 旧小佐々町保健センター内
日時 第1・3土曜日／ 16:00 〜 17:30
対象
当クラブの種
目いずれかに
入会している
小・中学生
定員 15名
月会費
無料
内容
☆当クラブの種目に参加している小中学生
のみ無料で参加できます。
☆教職経験者が算数や数学の予習・復習・基
礎的な学習の補充を行います。苦手な人も
気軽に参加できます。
･筆記用具、教科書を持参してください。
・冷暖房、用紙印刷代等で月 300 円かかり
ます。
入会に必要なもの
○年度入会金（保険料含む）
・15歳以下 ･･･1000円
・15歳以上 ･･･2000円
・65歳以上 ･･･1200円
○月会費
○印鑑
会員特典
○ 2種目入会すると、2種目目以降の種目月会
費を500円引きします。
○家族で入会すると、2人目以降月会費を 500
円引きします。
○当クラブの種目に入会している小中学生に
限り、無料にて「算数・数学教室」を受講でき
ます。ただし、人数に限りがありますので、
先着15名までとさせていただきます。
６．アンケートによる調査
　クラブなぎさは2010年7月から開設した。6ヶ
月を経てクラブ会員からの意見等を得るため
アンケートによる調査を行った。その結果を以
下に述べる。
①対象者：当クラブに入会し、実際に活動して
いる会員　　
②配布日時：2011年1月13日（木）
クラブ責任者を通して現在活動している硬式
テニス、太極拳、ヨガ、英語、フラワーアレン
ジメントの各教室で配布する。
③回収期限：2011年1月31日（月）
④アンケート結果
現在、登録されているクラブ会員は54名である。
しかし、家庭や健康上の理由で参加できない状
態の人もおり、実際のアンケートに協力してく
れた人は24名であった。
　活動している 5種目の中でスポーツでは太極
拳が 9名と最も多く、続いてヨガ 5名、硬式テ
ニス 3名となっている。文化系は英語 8名、フ
ラワーアレンジメント1名であった（図3）。
　選んだ理由として、やってみたいと思ってい
た10名、興味があった9名で合わせると8割に
なった（図4）。
　当クラブを知った理由では、身近な友人、知
人、自治会等のすすめとチラシを見た、が各
11名で同数であった（図5）。
　入会のきっかけは、健康のためが12名で半数、
その他、何かやってみたかった、地域の繋がり
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3名や人との交流2名とつづいた（図6）。
　クラブ入会前に行っていたスポーツや文化
活動では無記入・無しの 8名を除いて 16項目の
活動を行っていた（表6）。
　入会後の体調変化では 12名で半数の人が何
らかの変化を感じている。具体的には体が柔ら
かくなった、軽くなった、肩こりが取れたなど
である。また、精神的にも爽快感が得られるな
ど総体的によい変化が見られている（図8）。
　入会してよかったことでは、人との交流が持
て楽しい時間の共有が図れている。
　クラブに入会してよかったかという問には
そう思うが22名でほとんどの人が肯定的であっ
た（図7）。
図5　クラブでやっているスポーツ
	
図6　そのスポーツを選んだ理由
	
図7　クラブを知った理由
図8　入会のきっかけ
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表8　クラブ入会前に行っていたスポーツ
種　　類 人　数
ヨガ 2
社交ダンス 1
バレー 2
俳句・短歌 2
柔道 1
剣道 1
エアロビクス 1
水泳 2
（硬・軟）テニス 3
太極拳 1
お花 3
パソコン 1
卓球 1
書道 2
中国語 1
コーラス 2
合計 26
図9　クラブに入会してよかったか
	
図10　クラブ入会後の体調の変化
	
10. 現在行っているスポーツ以外にやってみた
いと思うスポーツや文化活動はありますか。あ
りましたらお聞かせください。また、希望する
時間帯や曜日もお聞かせください。
表9　今後希望する種目
内　　　容 人　数
ヨガ（夜） 2
居合 1
ピラティス 1
硬式テニス（夜） 1
トレーニング（たまーに） 1
民舞（土曜日　夜） 1
ダイエット（健康に関すること） 1
パソコン教室 1
合計 9
　
11. 知り合いの方で「こんな種目があったらな
あ」という話を耳にされた種目があれば教えて
ください。
表10　知り合いの希望
内　　　容 人　数
ヨガ（夜） 2
健康体操 1
卓球 1
弓道 1
吹矢 1
社交ダンス 1
皿回し 1
木彫クラブ 1
合計 9
長崎短期大学研究紀要　第 24 号
—86—
12. 差し支えなければお答えください。
図11　性別
	
図12　年齢
	
7.　考察
　なぎさの創立から現在の活動に到るまでの
経緯について述べてきた。クラブ創立前の小
佐々地区住民のスポーツに関する意識や活動
状況について、アンケート結果によれば小佐々
地区の運動・スポーツ頻度は週1回が22.2％、ほ
とんど行っていないが 72.4％であった。「国民
の30％程度が週あたり1回程度の運動を生活に
取り込むようになった」（日本体育・スポーツ経
営学会編〔2002:2〕）といわれるレベルより、ま
だ低い状態である。
　本クラブで現在、活動している会員数は 30
名程でクラブを運営していくには厳しい状況
である。
　創立 6ヵ月後に活動会員へのアンケートでは
入会会員の満足度は、入会してよかった 92％
で、具体的内容も体調の改善、人との交流、意
欲・若返り・意気高揚などの精神的な効果がみ
られ、よい反応だったといえる。ホイジンガ
のいう「スポーツすること自身を目的とする
自己目的的な行為としての遊戯」（丹羽劭昭編
〔1982:5〕）として楽しむことができているとい
える。
　本クラブが2009（平成21）年7月に開設され
た当初、クラブ種目は、英会話、フラワーアレ
ンジメント、太極拳、ヨガ、硬式テニス、キッ
ズスポーツ、算数・数学教室の 7メニューでス
タートした。しかし、フラワーアレンジメント
とキッズスポーツは閉鎖し、会員数も半数程度
の活動となっている。フラワーアレンジメント
とキッズスポーツの閉鎖は会員数が確保でき
なかったことによるものである。
　一方、昨年（平成 23年 7月）にエアロビクス
の新設と太極拳は曜日を変えて追加設置させ
ることができた。太極拳は毎週木曜日 19：00
から 20：30 だが、夜間は家庭の事情で出にく
いという人々のために、水曜日 13：30 から
15：00 の昼間行うメニューを設定した。現在、
入会者のほとんどは50〜 60歳代の女性であり、
家庭の状況を考慮せざるを得ない。アンケート
でも、今後希望する種目の問に時間帯を指定し
て記入しているものがあり、参加しやすい時間
設定は今後も考えていく必要がある。
　さて、今後クラブをどのように発展させてい
くかということである。総合型地域スポーツク
ラブテキスト（日本体育・スポーツ経営学会編
〔2002:9-10〕）に提示されている内容の中で、自
律的な住民が育っていく環境の醸成として、家
庭、地域社会、学校、行政のあり方をあげている。
以下、この項目に沿って考察してみたい。
　(1) 家庭
　子供達は両親との遊びによってスポーツ（運
動）と最初に出会う。幼少年期での家庭におけ
る豊かな運動経験は、その後の運動生活に好影
響をもたらす。
　現在、家庭教育力の低下が言われて久しい。
これを高めるための支援活動の場が必要であ
るが、家庭の構成員一人ひとりがスポーツに対
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する好意的態度やスポーツの処理能力・享受能
力を高めようとする意識を持つことや高める
努力をすることが大切である。
　今回のアンケートで、会員の中に「人との交
流はもちろんだが、留守の間、家族が自分ので
きることをやってくれるようになった」という
意見があった。これも、母親のスポーツ参加に
対する好意的態度・享受能力が家族の中で高め
られている内容といえる。
　(2) 地域社会
　地域社会は家庭の教育力を補完してきたが、
地域社会の教育力も低下してきているといわ
れる。また、地域社会は生活の場を共にする住
民たちの生活課題の解決の場でもある。さまざ
まな組織化、問題解決の過程を通して、地域の
教育力を高めていくという、取り組みが必要で
ある。
　先に述べたように、クラブ開設後閉鎖した種
目もあったが活動的な種目もある。太極拳は昼
と夜の週 2回の開設となり、昨年 10月と 11月
には内部の交流にとどまらず、隣接する鹿町
との地域間交流を行った。10月は鹿町文化祭、
11月は小佐々町文化祭にお互いの太極拳メン
バーが出向き一緒に披露した。町の文化祭とい
う公的なイベントにお互い協働して参加する
ことができ、交流の拡大とともに、多くの地域
住民に総合型スポーツクラブの活動を理解し
てもらう機会と啓蒙になったのではないかと
思われる。
　(3) 学校
　学校で必要なことは児童生徒への生涯ス
ポーツ教育の徹底である。スポーツを創る力、
ボランティア活動の重要性等、生涯にわたる自
他のスポーツライフの充実に努めることので
きるような教育が重要である。又、地域社会に
おける住民の参加型供給システムや総合型地
域スポーツ作りへの協力である。
　週休 5日制の導入によって、学童の受皿的な
ものが必要であり、各地で学童保育も進められ
ている。それを総合型スポーツクラブが担うこ
とも可能である。当クラブの種目の中に、会員
特典の算数・数学教室を入れているがその機能
を持つといえる。これは、現在スポーツクラブ
に入っている小中学生対象で無料である。一部
には、スポーツクラブに入らず単独入会の希望
もあるが、総合クラブ入会増強の目玉商品の意
味合いのため断っている。
　(4) 行政
　これまでの行政主導型のスポーツ振興シス
テムから総合型地域スポーツクラブ等住民主
導型へ再構築する際行政に求められることに
ついてテキストから下記に抜粋する。
○必要な物的環境（地域レベルのスポーツ施設
の充実、学校施設と地域施設との共同利用
化の推進等）
○人的資源の充実
　・有能なスポーツボランティアの研修機会の
　　提供
　・スポーツ関連情報の収集および提供等
　以上のように行政は環境整備等住民ができ
ないことを担うことが重要である。
　現在、当クラブが利用している場所は、小佐々
町保健センター、小佐々町公民館、小佐々町Ｂ
＆G、小佐々町スポーツセンターの 4箇所で市
営の公的施設であり、光熱費、事務費を負担し
ている。
　クラブづくりの核心部は住民が担い行政は
あくまで環境整備に専念すべきということで
ある。
8、おわりに
　クラブの開設から早 1年 6ヶ月になる。開設
6ヵ月時の会員によるアンケートにもあるよう
に、クラブへの入会に対しては、入会してよかっ
たとほぼ肯定的に受け止める人が多かった。こ
れは体が軽くなった、痛みが軽減した等の体調
へのよい変化が出ていること、また、人との会
話や交流等によって楽しい時間が持てるなど
メンタル面での要因も大きいといえる。
　一般的に高齢になるほど疾病率が増え、診療
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費も増加していく傾向にある。実際に医療費の
推移（杉山〔2011:96〕）をみると、年々増加傾向
にあり、2008年度の国民医療費は34兆8084億円、
国民所得に占める比率は 9.9％で約 1割となっ
た。1人当たりの医療費で65歳以上は、現役の4.2
倍といわれる。医療技術の高度化、高齢化の影
響などで今後も上昇していく可能性が高い。
　政府が成人のスポーツ実施率を高めようと
した背景（同）には「“健康な生涯”があり、そ
こには“医療費の軽減”という現実的な大課題」
があることも事実である。
　実際に追跡調査を行っているクラブでは、体
調の改善によって病院への受診回数が減少し、
国保財政に寄与しているということである。
　人はいつまでも若々しく健康でいたいと願
う。高齢化や地方の過疎化等地域の衰退が進む
中、クラブが交流の場として、又、地域の拠点
作りとして脆弱なコミュニティの活性化につ
なぐ可能性があるといえる。
　また、クラブの維持、継続を図るための今後
の課題として、財政基盤の強化と各団体との競
合と共存、施設整備の充実があげられる。
　財政基盤については、会員の確保に加え、指
定管理者制度による管理代収入による財政の
安定を図る必要がある。小佐々町は 2006（平
成 18）年に佐世保市と合併をしたが、それまで
町が管理していた体育館、海洋センター、プー
ル、運動場等のスポーツ施設がある。現在、指
定管理者佐世保市体育協会の管理になってい
るがそれらの管理を行うことで収益を図る方
法が考えられる。当クラブにおいては、認定を
受けるための実績作りが必要である。
　各団体との競合と共存、施設設置の充実では、
体育協会やレクリエーション協会、公民館活動
などの主催事業と競合する種目がある。最終的
な解決の基本視点は“利用者・住民主体“といえ
る。当クラブでもスポーツクラブという人的な
ネットワーク創りは住民自らが行う中核的な
仕事である。したがって、基本的には住民自ら
の取捨選択によって解決されていくものと思
われる。
　今回は当クラブの準備段階から現在に至る
までをまとめてみた。今後のクラブの展開は未
知数である。しかし、今回の調査でわかったよ
うに、人々はいつまでも健康でありたい、又、
多くの人との交流を持ちたいと望んでいるこ
とが示唆された。今後も地域の拠点としての役
割を担うべく住民自らが運営していく努力が
求められる。
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